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1 9 6 3  年 、 奈 良 県 に 生 ま れ る 。 早 稲 田 大 法
学 部 卒 。 就 職 説 明 会 で 出 会 っ た 山 口 県 出
身 の 内 山 新 吾 弁 護 士 に 誘 わ れ 、9 7  年 ４ 月 、
山 口 第 一 法 律 事 務 所 （ 山 口 市 中 央 ） に 入
所 す る 。 2 0 0 5  年 度 、 2 1  年 度 県 弁 護 士 会
副 会 長 。 同 会 軟 式 野 球 チ ー ム に も 所 属 。
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１ ７ ８ 人 の 弁 護 士 と

2 0

の 弁 護 士 法 人 が 所 属 す る県 弁 護 士 会 の 会 長 に 、 ４月 １ 日 付 で 就 任 し た 。
「 あ ら ゆ る 悩 み ・ 相 談 に

対 応 で き る 専 門 性 を 明 確に 打 ち 出 し て 、 法 律 相 談の 強 化 に 努 め て い き たい 。 当 会 が モ ッ ト ー と する 『 頼 り が い の あ る 弁 護士 会 』 で あ る た め に 力 を尽 く す 」 と 、 意 気 込 み を語 る 。　
同 会 は 毎 年

1 2月

2 9日 に

「 年 末 無 料 相 談 会 」 を 開い て お り 、 昨 年 は 電 話 相

談 を 含 め 、 １ 日 で 約
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の 相 談 が 寄 せ ら れ た と いう 。  「 将 来 的 に は 相 談 会場 を 増 や し 、 敷 居 を よ り低 く で き れ ば 」 と 話 す 。　
ま た 、 今 年 度 は 「 第
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回 高 齢 者 ・ 障 が い 者 権 利擁 護 の 集 い 」  （ 日 本 弁 護士 会 連 盟 な ど 主 催 ） を
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月

2 2日 に Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ

ー ル （ 山 口 市 小 郡 ） で 開催 す る 。  「 弁 護 士 と 福祉 ・ 行 政 関 係 者 の 連 携 を強 く す る の が 目 的 。 誰 でも 申 し 込 め る の で 多 く の参 加 を 」 と 呼 び か け る 。

田
た

中 なか

　
礼 れい

司
じ

さ ん

２ ０ ２ ２ 年 度 山 口 県 弁 護 士 会会 長

学 ん で い ま す

識 は な い 。 不 安 だ 。 こ れ ら を ど の よ うに 言 葉 で 捉 え て い る の か 、 先 輩 詩 人 に尋 ね た い 。 詩 人 の 眼 は 確 か だ 。  〝 な ぜな ら 詩 は 、 人 間 を 人 間 た ら し め る と ころ の 言 葉 と い う 根 源 に 、 も っ と も ダ イレ ク ト に 、 ま た も っ と も 深 く か か わ って い る か ら で す 〞  （ 野 村 喜 和 夫 ）

　

　 　 　

幸 福

　 　 　

清 岳 こ う

お 天 道 様 が 畑 の 縁 か ら 顔 を 出 す と

/

馬

に 鋤 を 牽 か せ ま っ す ぐ に 耕 し て 行 き

/

女 房 が 小 麦 の 種 を ま き な が ら つ い て 行く

/

お 天 道 様 が 頭 の 上 に 昇 る 頃

/

馬 に

鋤 を 引 か せ て ま っ す ぐ 耕 し て も ど り

/

　 「 コ ロ ナ 」 も 「 ウ ク ラ イナ 」 も 深 く は 知 ら な い 。 新聞 や テ レ ビ の 報 道 以 外 の 知

女 房 が 小 麦 の 種 を ま き な が ら つ い て行 く

/

や が て

　
お 天 道 様 は 畑 の む こ

う に ゆ っ た り と 沈 む

/
/

こ う し て

　

一 生 が 暮 れ て 行 く 村 も あ っ た　
小 麦 が 実 り 収 穫 し 、 香 ば し い パ ン

を 焼 く 。 皆 で 畑 の 縁 に 座 り い た だく 。 風 が 渡 り 花 が 咲 き 、 鳥 が 鳴 く 。そ ん な 平 和 な 村 で 一 生 を 過 ご す 。 それ こ そ 人 の 幸 福 。 清 岳 氏 の 眼 で す 。　
詩 人 林 嗣 夫 氏 の 眼 は 、 詩 「 は つ な

つ 」 の 中 に こ う 書 き ま す 。○ 〇 さ ん 、 お 変 わ り な い で す か

/

な

ん だ か

/

こ の 世 の す べ て が 斜

は す

向 か い

に な っ て

/

崩 れ て い き そ う で す ね

/
/

は つ な つ の

/

あ な た に ま た 会 い た い

/

お い し い ビ ー ル を 二 人 で 飲 み た い
　
私 も ご 無 沙 汰 の あ な た に 会 い た

い 。

こ の 日 も 藍 染 め な ど 体 験 で き る

「 重 源 の 郷 」

重 源 の 郷 に  「 お し  ゃ  れ な 市 場 」  や テ  ン  ト サ ウ ナ

「 徳 地 」  へ お い で マ  ル シ  ェ　
山 口 市 と 「 重 源 の 郷 及

び 徳 地 地 域 活 性 化 プ ロ ジェ ク ト チ ー ム 」 が 共 に 主催 す る イ ベ ン ト 「 重 源 さん ゆ か り の パ ワ ー ス ポ ット 『 徳 地 』 へ お い で マ ルシ ェ ｉ ｎ 重 源 の 郷 」 が 、７ 日  （ 土 ）  午 前 ９ 時 半 か ら午 後 ４ 時 ま で 、 重 源 の 郷体 験 交 流 公 園 （ 山 口 市 徳地 深 谷 ） で 開 か れ る 。

　
会 場 に は 、 徳 地 地 域 の

と れ た て 野 菜 や 加 工 品 など が ズ ラ リ と 並 ぶ 「 お しゃ れ な 市 場 」 が 軒 を 連 ねる 。 そ の 中 で も 、 猪 肉 のメ ン チ カ ツ や 焼 き 鳥 など 、 徳 地 産 食 材 を 使 っ てこ の 日 の た め に 考 案 さ れた メ ニ ュ ー 「 超 元 （ 重源 ） 気 に な る 食 」 に は 注目 だ 。

ド 」 に よ っ て 徳 地 や 重 源の 郷 の 魅 力 を 無 料 で 案 内し て も ら え る 「 ツ ア ー 」や 、 開 催 時 間 中 に 出 現 する 「 な り き り 重 源 さ ん 」と ツ ー シ ョ ッ ト 写 真 を 撮る と 「 お し ゃ れ な 市 場 」で 使 用 で き る ク ー ポ ン 券が も ら え る 「 チ ャ ン ス 」

　
さ ら に 、 同

地 域 で 季 節 料理 店 を 営 ん でい る 美 濃 吉 によ る 「 和 空 間喫 茶 コ ー ナー 」 や 、 テ ント サ ウ ナ が 体験 で き る コ ーナ ー は 人 気 を集 め そ う 。 また 、  「 徳 地 まち じ ゅ う ボ ラン テ ィ ア ガ イ

な ど 、 徳 地 の 魅 力 を 存 分に 楽 し む こ と が で き る 企画 が 、 多 数 用 意 さ れ て いる 。　
同 イ ベ ン ト は 、 昨 年 ６

月 に 重 源 上 人 生 誕 ９ ０ ０年 を 記 念 し て 開 催 が 予 定さ れ て い た が 、 新 型 コ ロナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止の た め 中 止 さ れ た 。 だが 、  「 重 源 の 郷 の さ ら なる 活 性 化 と そ の 経 済 効 果を 徳 地 地 域 全 体 へ 波 及 させ た い 」 と い う 思 い の もと 、 約 １ 年 の 延 期 を 経 て今 回 開 催 が 決 ま っ た 。
「 緑 豊 か で 空 気 の き れ いな 徳 地 。 連 休 の お 出 か けス ポ ッ ト の 一 つ に い かが 。 来 場 の 際 は 、 マ イ バッ グ を 持 参 し て ほ し い 」と 主 催 者 。　

入 場 に は 大 人 （ 高 校 生
以 上 ） ５ ２ ０ 円 、 小 ・ 中学 生 ３ １ ０ 円 の 入 場 料 が必 要 だ が 、 イ ベ ン ト が 開始 さ れ る ９ 時 半 か ら
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ま で 、 入 場 料 と 同 額 の「 お い で マ ル シ ェ 」 ク ーポ ン 券 が 配 布 （ な く な り次 第 終 了 ） さ れ 、 当 日 限り 場 内 で 使 う こ と が で きる 。 さ ら に 、 ア ン ケ ー トに 回 答 す る と 、 先 着 ４ ００ 人 に 徳 地 産 の 自 然 薯 を使 っ た 「 重 源 饅 頭 」 が もら え る 。

　
な お 、 雨 天 お よ び 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大状 況 に よ り 中 止 と な る 場合 が あ る 。 開 催 状 況 は 重源 の 郷 公 式 サ イ ト（

htt
p://

w
w

w.c
ho

ge
n.

co.jp/ ） で も 確 認 す る こ

と が で き る 。

問 い 合 わ せ

は 、 山 口 市 観 光 交 流 課（ ☎ ０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

２

８ １ ０ ） へ 。　
重 源 の 郷 は 、 か や ぶ き

屋 根 の 民 家 や 水 車 な ど 、昔 な が ら の 山 村 風 景 を 再現 し た 体 験 的 山 村 交 流 公園 で 、 １ ９ ９ ８ 年 ４ 月 にオ ー プ ン し た 。 園 内 には 、 藍 染 め ・ 紙 す き ・ そば 打 ち ・ 竹 細 工 な ど が 体験 で き る 施 設 や 、 食 事 処な ど が あ る 。　
さ ら に 、 遊 歩 道 に は 四

季 折 々 に 変 化 を 見 せ る 木や 花 が 植 栽 さ れ て お り 、特 に ６ 月 は 、 ３ 千 本 の ショ ウ ブ 、 ５ 千 本 の ア ジ サイ な ど が 咲 き 、 来 場 者 の目 を 楽 し ま せ る 。

７ 日
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コ ー プ で は 、 組 合 員 さ ん の 「 わ が

家 の い ち お し 」 の 声 を 集 め 、 お す すめ の 理 由 や コ メ ン ト を お 店 や 宅 配 で紹 介 し て い ま す 。 共 感 や 新 し い お 気に 入 り の 発 見 に も つ な が り 、 皆 さ んに 喜 ば れ て い ま す 。産 直

　
鹿 野 あ じ わ い 豚

の 特 長

組 合 員 さ ん の お す す め の 声

コ ー プ の 産 直

生 姜 焼 き に も 豚 丼 に もホ  ッ  ト プ レ ー ト で 簡 単 も や し 巻 き

　
産 直 三 原 則 「 産 地 ・ 生 産 者 が 明 確 で あ る こ と 」  「 肥 育 ・

肥 培 方 法 ・ 管 理 が 明 確 で あ る こ と 」  「 生 産 者 と の 交 流 が 行わ れ て い る こ と 」 に 基 づ い た 取 り 組 み で 、 日 本 各 地 の 生産 者 ・ 団 体 と 産 直 協 定 を 締 結 し て い ま す 。

　
ホ ッ ト プ レ ー ト で 、 も や し ３ 袋 、 そ の 上 に あ じ わ い 豚 を の せ て 、 塩 こ

し ょ う の み で 味 付 け し 蓋 を し て ３ 分 。 豚 肉 で も や し を 巻 い て 食 べ る の がわ が 家 の 定 番 メ ニ ュ ー で す 。 キ ム チ 入 り や 生 姜 入 り に し て 、 味 を 変 え て楽 し ん で い ま す よ ！

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ 防 府 市

　
う さ ぎ さ ん ）

　
コ ー プ や ま ぐ ち の 産 直 パ ー ト ナ ー 、 鹿 野 フ ァ ー ム グ ル ー プ

で 育 て ら れ た 「 産 直 あ じ わ い 豚 」 は 、 ス ト レ ス を 与 え な い 環

組 合 員 さ ん の  「 わ が 家 の い ち お し 」  紹 介～ 産 直

　
鹿 野 あ じ わ い 豚 ～

　
コ ー プ で は 、  「 産 直

　
鹿 野 あ じ わ い 豚 」 を は じ め 、 暮 ら し の お 役 立 ち 商

品 や 、 組 合 員 さ ん の 声 を お 届 け 中 。 お 店 や カ タ ロ グ で 、 あ な た の 「 い ちお し 」 も ぜ ひ 見 つ け て み て く だ さ い ♪　
わ が 家 で は 、 あ じ わ い 豚 で 生 姜 焼 き を よ く 作 り

ま す 。 そ し て 、 残 っ た 生 姜 焼 き を 使 っ て 、 豚 丼 を作 り ま す 。 ご は ん の 上 に 千 切 り キ ャ ベ ツ を の せて 、 そ の 上 に 豚 肉 を の せ ま す 。 タ レ を た っ ぷ り とか け る と 箸 が 止 ま り ま せ ん （ 笑 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ 山 口 市

　
ニ コ ち ゃ ん さ ん ）

境 づ く り と 、 抹 茶 粉 末 も 含 め た こ だ わ り の 飼 料 で 育 て ら れ て い ま す 。 品質 の ば ら つ き が 少 な く 、 保 水 性 が 高 い 、 柔 ら か で き め 細 や か な 肉 質 が 特徴 。

　
対 象 商 品 に は 産 直 マ ー ク が つ い て い る の で 、 ぜ ひ 探 し

て み て く だ さ い ♪

エ  メ  ラ  ル  ド  （ 上 ）  ア  ク ア  マ  リ ン（ 下 ）

　 　

赤 﨑

　
英 里

地 学 担 当 学 芸 員

と が 起 き て い ま す 。「 緑 柱 石 」 と 名 前 を つけ た 後 に 、 赤 い 「 緑 柱石 」  （ レ ッ ド ・ ベ リル ） や 黄 色 の 「 緑 柱石 」  （ ゴ ー ル デ ン ・ ベリ ル ） が 見 つ か り ま し

　
新 緑 が ま ぶ し い 季 節 と な

り ま し た 。 こ の 緑 に 溶 け 込ん で い く よ う な 、 鮮 や か な緑 色 の 宝 石 エ メ ラ ル ド は 、５ 月 の 誕 生 石 に な っ て い ます 。　
エ メ ラ ル ド は 鉱 物 名 を 緑

柱 石 （ Ｂ ｅ ｒ ｙ ｌ

 

ベ リ

ル ） と い い ま す 。 緑 柱 石 には 色 違 い の 鉱 物 が 数 種 類 あり 、 淡 い 青 色 の ア ク ア マ リン も そ の 一 つ で す 。 実 は 、鉱 物 の 名 前 に 色 が 入 っ て いる こ と で ち ょ っ と 困 っ た こ カ ラ フ ル 鉱 物 大 集 合 ！
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た 。 ピ ン ク 色 （ モ ル ガ ナ イト ） も あ り ま す 。 や や こ しい で す ね 。　
た だ 今 、 県 立 山 口 博 物 館

で は 「 図 鑑 か ら と び 出 し た
! ?　
カ ラ フ ル 鉱 物 大 集

!!」

を 開 催 し て い ま す 。 今 回 の展 示 で は 特 に 色 に 注 目 し て県 内 外 の 鉱 物 を 紹 介 し ます 。 こ の 機 会 に 、 ぜ ひ 、 カラ フ ル な 鉱 物 の 魅 力 を 感 じて み て く だ さ い 。県 立 山 口 博 物 館

 １ 行 記 事　 ８ 日 （ 日 ） ま で の Ｇ Ｗ 期 間 中 、 県 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 に 不 安 が あ る 県 民 に 対 し 無 料 Ｐ Ｃ Ｒ 検 査 を 実 施 。 希 望 者 は ☎ ０ ８ ３ − ９ ２ ０ − ５ ６ ７ ０ へ 電 話 を 。
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 １ 行 記 事　 新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園 （ 山 口 市 阿 知 須 、 ☎ ０ ８ ３ ６ − ６ ６ − ２ ０ ３ ０ ） で 、 子 育 て を す る 鳥 の 観 察 会 が ８ 日 午 前 １ ０ 時 か ら 開 催 。 定 員 は 先 着 ３ ０ 人 。

　
深 い 呼 吸 と 共 に ポ ー ズ

（ ア ー サ ナ ） や 瞑 想 を 行
う こ と で 、 筋 肉 の 柔 軟 性を 養 い 、 自 律 神 経 の 安 定や ホ ル モ ン バ ラ ン ス を 整え る 効 果 が 期 待 で き る ヨガ 。　

教 室 は ６ 月 １ 日  （ 水 ）  開
講 で 、 全 米 ヨ ガ ア ラ イ アン ス 認 定 イ ン ス ト ラ ク ター の 別 所 恵 美 子 さ ん が 講師 を 務 め る 。　

日 程 は 、 ６ 月 １ 日 ▽ 同1 5日 ▽ 同

2 2日 ▽ ７ 月 ６ 日

▽ 同

2 0日 ▽ ８ 月

1 7日 ▽ 同

　
コ ロ ナ 禍 で 運 動 不 足 に な っ て い ま せ ん か ？

　
健 康 の 保 持 ・ 増 進 を 図 る

「 ヨ ガ 教 室 」  「 健 康 体 操 教 室 」 が 、 ６ 月 か ら 来 年 ３ 月 ま で 、 維 新 百 年 記 念
公 園 （ 山 口 市 維 新 公 園 ４ ） 内 の 維 新 大 晃 ア リ ー ナ 武 道 館 で 開 催 。 県 施 設管 理 財 団 の 主 催 で 、 参 加 者 が 募 集 さ れ て い る 。

3 1日 ▽ ９ 月 ７ 日 ▽ 同

2 1日

▽

1 0月

5日 ▽ 同

1 9日 ▽

1 1

月 ９ 日 ▽ 同

1 6日 ▽

1 2月 ７

日 ▽ 同

1 4日 ▽ ２ ０ ２ ３ 年

１ 月

1 1日 ▽ 同

2 5日 ▽ ２ 月

１ 日 ▽ 同

1 5日 ▽ ３ 月 ８

日 。 曜 日 ・ 時 間 は す べ て水 曜 日 の 午 後 ２ 時 か ら ３時 ま で で 、 全

2 0回 。 受 講

料 は １ 回 ご と に １ 千 円 を会 場 で 支 払 う 。　
対 象 は 、 継 続 し て 参 加

で き る ヨ ガ 初 心 者 で 、 運動 が で き る 服 装 や 水 分 、タ オ ル の ほ か 、 個 人 用 ヨガ マ ッ ト が 必 要 。 定 員 は先 着

4 0人 。

　
楽 し く 継 続 で き る 健 康

体 操 と ス ト レ ッ チ ン グ 方法 を 学 び 、 自 宅 や 日 常 生活 に 取 り 入 れ る こ と で 、健 康 づ く り を 目 指 す 。　
６ 月 ２ 日  （ 木 ）  開 講 で 、

ジ ャ ズ ダ ン ス や 器 械 体操 、 新 体 操 な ど 多 ジ ャ ンル の ダ ン ス や 体 操 を 指 導し て い る 「 ス タ ジ オ Ｆ 」の 武 内 良 笑 副 代 表 が 講 師を 務 め る 。　
日 程 は 、 ６ 月 ２ 日 ▽ 同1 6日 ▽ ７ 月 ７ 日 ▽ 同

2 1日

▽ ８ 月

1 8日 ▽ ９ 月 ８ 日 ▽

　 「 山 口市 地 域 おこ し 協 力隊 卒 業 報告 会 」が 、

1 0日

（ 火 ）  午 後１ 時 か ら３ 時 半 まで 、 山 口南 総 合 セン タ ー

地 区 単 位 で 地 域 住 民 に より 組 織 さ れ て い る 団 体 。締 め 切 り は

3 1日  （ 火 ）  。

　
申 し 込 み は 、 最 寄 り の

土 木 建 築 事 務 所 へ 。 問 い合 わ せ 先 は 、 県 道 路 整 備課 （

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ３

－

３ ６ ８ ０ ）  。　
森 林 整 備 活 動 等 に 取 り

組 む ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 など が 募 集 さ れ て い る 。　
県 が 支 援 す る 活 動 内 容

は 、  「 森 林 整 備 活 動 を 行

　
県 の 管 理 す る 国 道 ・

県 道 の 草 刈 り 作 業 を する ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を募 集 。 条 件 は 「 ほ ぼ １年 間 に わ た り 活 動 」年 １ 回 は 草 丈 平 均

1 0㌢

以 下 に し 、 年 間 を 通 じて 道 路 環 境 を 良 好 な 状態 に 維 持 す る 」 な ど 。１ 回 分 の 作 業 経 費 の 一部 が 支 援 さ れ る 。　
対 象 は 、 自 治 会 、 老

人 ク ラ ブ 、 婦 人 会 等 、

　
県 は 、 地 球 温 暖 化 問 題

　
対 象 は 、

山 口 県 内 に在 住 す る「 若 者 世

「 活 動 区 間
が お お む ね３ ０ ０ ㍍ 以上 」  「 最 低

代 」  （ 大 学 生 や 子 育 て世 代 な ど ）  。 任 期 は ２０ ２ ３ 年 ５ 月

3 1日 ま で

で 、 随 時 受 け 付 け る 。　
申 し 込 み ・ 問 い 合 わ

せ は 、 県 環 境 政 策 課（
☎
０ ８ ３

－

９ ３ ３

－

２ ６ ９ ０ ） へ 。

　
山 口 市 に お け る ５ 月 ５

日 の 恒 例 行 事 「 第

4 8回 青

空 天 国 い こ い の 広 場 」が 、 あ す ５ 日 午 前

1 1時 か

ら 午 後 ４ 時 ま で 、 山 口 市中 心 部 の 「 中 心 商 店 街 」
「 パ ー ク ロ ー ド 周 辺 」  「 亀

山 公 園 ふ れ あ い 広 場 」 で開 か れ る 。 雨 天 決 行 。　 「 商 店 街 ス タ ン プ ラ リー 」  「 は た ら く 車 の 展 示と 体 験 コ ー ナ ー 」  「 ワ ーク シ ョ ッ プ 」  「 ス テ ー ジイ ベ ン ト 」  「 バ ザ ー 」  「 グ

︻ 情 報 発 信 に サ ン デ ー 伝言 板 ︼

無 料 も し く は 低 料

金 （ １ 行

1 1文 字 あ た り ６

６ ０ 円 ） で 利 用 可 。 詳 しく は

https:/
w

w
w.sunday-

ya
maguchi.co.jp

へ 。

︻ 催 場 ︼ ~ ９ 日  ︵ 月 ︶  :

全

国 う ま い も の 大 会

︻ 美 術

ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 0日

︵ 火 ︶  :

伝 統 美 〜 工 芸 品 と

軸 装 展 、 １ 万 円 か ら の お買 得 絵 画 市

う た め に 必 要 な 資 機 材 、苗 木 等 の 購 入 」  「 小 中 学生 や 都 市 部 の 親 子 等 を 対象 に 実 施 す る 森 林 環 境 、体 験 交 流 活 動 に 必 要 な 資機 材 等 の 購 入 」  。 １ 団 体あ た り 最 大

5 0万 円 が 助 成

さ れ 、 締 め 切 り は

3 1日 。

　
申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ

は 、 最 寄 り の 農 林 水 産 事務 所 か 県 森 林 企 画 課 （

☎

０ ８ ３

－

９ ３ ３

－

３ ４ ６

０ ） へ 。

（ 山 口 市 名 田 島 ） で 開 か
れ る 。 入 場 無 料 。　

今 年 １ 、 ２ 月 に 退 職 ・
卒 業 し た 同 市 南 部 地 域 の元 地 域 お こ し 協 力 隊 員 ４人 と 、 ５ 月 に 卒 業 す る 徳 同

1 5日 ▽ 同

2 2日 ▽

1 0月 ６

日 ▽ 同

2 0日 ▽

1 1月

1 0日 ▽

同

1 7日 ▽

1 2月 ８ 日 ▽ 同

1 5

日 ▽ ２ ０ ２ ３ 年 １ 月

1 9日

▽ 同

2 6日 ▽ ２ 月 ２ 日 ▽ 同

1 6日 ▽ ３ 月 ２ 日 ▽ 同

1 6

日 。 曜 日 ・ 時 間 は す べ て木 曜 日 の 午 前 ９ 時 半 か ら

1 1時 ま で で 、 全

2 0回 。 受

講 料 は １ 回 ご と に ５ ０ ０円 を 会 場 で 支 払 う 。　
対 象 は こ れ ま で 受 講 し

て い な い 人 で 、 定 員 は 先着

5 0人 。

　 「 無 理 な く 続 け て い ける 健 康 体 操 な の で 、 維 新

公 園 で 楽 し く ス ト レ ッ チを 」 と 主 催 の 同 財 団 。　 　

◇
　
◇

　
◇

　
◇

　
ど ち ら の 教 室 も 、 申 し

込 み 、 問 い 合 わ せ は 山 口県 施 設 管 理 財 団 （

☎
０ ８

３

－

９ ２ ２

－

３ ７ １ ２ ）

へ 。

地 地 域 の １ 人 が 、 こ れ まで の 活 動 を 報 告 し 、 未 来に 向 け て 提 言 す る 。　
登 壇 す る の は 、  「 南 部

地 域 ニ ュ ー ツ ー リ ズ ム 形成 業 務 」 を 担 当 し た 田 中愛 生 さ ん 、 平 塚 海 渡 さん 、 中 岡 佑 輔 さ ん 、  「 南部 地 域 情 報 発 信 業 務 」 を担 当 し た 友 永 翔 さ ん 、「 原 木 し い た け 生 産 技 術の 習 得 と ブ ラ ン ド 化 」 を担 当 し て い る 今 仁 有 希 さん 。　
第 １ 部 は 活 動 報 告 「 ミ

ッ シ ョ ン を や っ て み て 山口 市 に 起 き た 変 化 」 で 、第 ２ 部 は ト ー ク セ ッ シ ョン 「 地 域 資 源 の 魅 力 と 活用 」  。　
問 い 合 わ せ は 、 同 市 定

住 促 進 課 （

☎
０ ８ ３

－

９

３ ４

－ ２ ９ ４ ２ ） へ 。

︻ パ イ プ オ ル ガ ン メ デ ィテ ー シ ョ ン ︼

５ 月

1 5日

（ 日 ）

1 4時
　
サ ビ エ ル 記 念

聖 堂 （ 献 金 ） 演 奏 フ ル ート 足 立 智 子

　
伴 奏 夏 川 順

子
　
オ ル ガ ン 寺 岡 恵 美

　

電 話 予 約 優 先

　
感 染 状 況

に よ っ て は 入 場 制 限 あ り☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

１ ５

４ ９ ル メ 」 な ど 、 親 子 で １ 日楽 し め る 。　
問 い 合 わ せ は 、 主 催 の

同 実 行 委 員 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ０ ２

－

０ ８ ９ ２ ）

へ 。山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

次 回 は 5 月 1 1 日 掲 載

お 知 ら せ コ ン サ ー ト

６ ～ 3 月維 新 公 園 で ヨ ガ  ・  体 操 教 室運 動 不 足 解 消 に  ！
「 県 き ら め き 道 路 サポ ー ト グ ル ー プ 」

「 森 林 環 境 活 動 サポ ー ト 事 業 」

ヨ ガ 教 室

「 ぶ ち エ  コ サ ポ ー タ ー 」 健 康 体 操 教 室

地 域 資 源 の 魅 力 ・ 活 用 を ト ー ク

地 域 お こ し 協 力 隊 員 が 報 告 会
1 0日

あ す

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動  「 サ ポ ー タ ー 」  募 集 中

参 加 者
募 集

や 省 エ ネ 等 に 興 味 ・ 関心 が あ り 、  「 環 境 イ ベン ト に ス タ ッ フ と し て参 加 」  「 研 修 会 へ の 参加 」  「 Ｓ Ｎ Ｓ を 活 用 した 情 報 発 信 」 に 取 り 組む 「 ぶ ち エ コ サ ポ ー ター 」 を 募 集 し て い る 。

4 8回 目 の  「 青 天 」山 口 市 中 心 部 で



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） ５ 月 ４ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

Ｑ . 新 し い 新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン に つ い て 教 え て下 さ い 。Ａ .

国 内 で ４ 番 目 と な る ノ バ バ ッ ク ス 社 製 新 型

コ ロ ナ ワ ク チ ン が 認 可 さ れ ま し た 。 開 発 は 米 国の 会 社 で す が 、 武 田 薬 品 工 業 が 山 口 県 光 市 の 工場 で 製 造 し ま す 。 安 定 供 給 が 可 能 で す 。　
こ れ ま で の メ ッ セ ン ジ ャ ー Ｒ Ｎ Ａ （ ｍ Ｒ Ｎ

Ａ ） ワ ク チ ン で は な く 、 蛋 白 質 で で き た ワ ク チン で す 。 す で に 肝 炎 ウ イ ル ス ワ ク チ ン 、 海 外 では イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン に 使 用 さ れ て い ます 。 フ ァ イ ザ ー 社 製 や モ デ ル ナ 社 製 と ほ ぼ 同 じ程 度 の 高 い 有 効 性 を 示 し 、 発 症 リ ス ク を 約

9 0％

下 げ ま す 。　
一 番 の 特 徴 は 発 熱 、 倦

け ん た い

怠 感 、 頭 痛 な ど の 副 反

応 が 軽 く 、 頻 度 が 少 な い こ と で す 。

3 8度 以 上 の

発 熱 は 約 ６ ％ で し た 。 ｍ Ｒ Ｎ Ａ ワ ク チ ン の 副 反応 が 強 か っ た 人 に お 勧 め で す 。　

1回 目 、

2回 目 、

3回 目 接 種 に 使 え ま す 。 今

の と こ ろ 対 象 は

1 8歳 以 上 で す 。 今 ま で ア レ ル ギ

ー 反 応 で 接 種 で き な い 人に も 使 え ま す が 、 ど の よう な 人 を 接 種 対 象 に す るか は 現 段 階 で は 詳 細 不 明で す 。ま え だ 循 環 器 内 科Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ １

－

７ ７ ２ ２

前 田

 敏 明

 院 長

佐 々 木

 翔

 医 師

佐 々 木 外 科 病 院Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

８ ８ １ １

Ｑ .

最 近 便 秘 に な り ま し た 。 こ れ ま で 快 便 だ っ

た の に ど う し て で す か 。Ａ .

年 齢 が 高 く な る と 男 女 共 に 便 秘 に な る 方 が

増 え て き ま す 。 腸 の 動 き や 自 律 神 経 の 働 き の 低下 、 食 物 繊 維 の 摂 取 不 足 や 運 動 不 足 な ど が 関 係し て い る と 思 わ れ ま す 。 便 が 硬 い 場 合 に は 、 水分 を こ ま め に と る こ と や 、 便 を 柔 ら か く す る 便秘 薬 を 少 し 服 用 す る だ け で 症 状 が 改 善 す る こ とが あ り ま す 。 市 販 の 便 秘 薬 に は 、 便 を 軟 ら か くす る タ イ プ で は な く 、 刺 激 し て 排 便 を 促 す タ イプ が 多 く あ り ま す 。 時 々 、 内 服 す る ぶ ん に は 良い の で す が 、 刺 激 系 の 便 秘 薬 を 毎 日 内 服 し て いる と 耐 性 が で き て 腸 自 体 の 動 き は ど ん ど ん 悪 くな り 、 次 第 に 効 か な く な り ま す 。 以 前 は 病 院 で処 方 で き る 便 秘 薬 も 刺 激 系 の も の が 多 か っ た ので す が 、 こ の 数 年 間 で 腸 を 過 度 に 刺 激 せ ず に 排便 を 促 す タ イ プ が 増 え ま し た 。 市 販 薬 で 改 善 しな い 便 秘 で お 悩 み の 方 は 受 診 を ご 検 討 く だ さ

い 。 ま た 、 大 腸 癌 が 便 秘に 関 わ っ て い る こ と も あり ま す の で 、 大 腸 検 査 を全 く し た こ と の な い 方 は注 意 が 必 要 で す 。


